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市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
市
長
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
１
期
４
年
間
の
経
験
を
生
か
し
、「
市
民
の
な
か
へ
、
市
民
と
と
も
に
、
市
民
の
た
め
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
全
力

で
市
長
職
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

民
と
行
政
が
一
緒
に
地
域
が
直
面
す

る
様
々
な
課
題
の
解
決
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
や
理
想
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
本
市

の
自
立
及
び
自
律
は
、
そ
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
こ
そ
実
現
す
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
４
月
12
日
オ
ー
プ
ン
の
都

市
農
村
交
流
施
設
「
ふ
れ
あ
い
ど
こ
ろ

４
３
７
」
等
、「
２
０
０
９
年　

柳
井

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
〜
８
つ
の
約
束
〜
」

を
通
じ
て
蒔
き
育
て
た
芽
を
着
実
に

開
花
さ
せ
て
参
り
ま
す
。
加
え
て
、
今

回
策
定
し
た
３
つ
の
柱
と
50
の
具
体

的
施
策
か
ら
成
る
新
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
柳
井
２
０
１
３
」
の
実

現
に
向
け
て
、
私
自
身
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
す
。

井
原
市
政
、
第
2
ス
テ
ー
ジ
へ

私
は
、
日
本
経
済
の
厳
し
い
現
状
に

加
え
、
少
子
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
、
高
齢
社
会
の
到
来
と
い
っ
た
避
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
現
実
に
も
直
面
し

て
い
る
今
、
求
め
ら
れ
る
の
は
、
市
民

自
ら
が
地
域
経
営
に
参
加
・
参
画
し

「
市
民
と
行
政
が
共
に
汗
を
か
き
、

知
恵
を
出
し
あ
う
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
で
あ
る
と
常
々
申
し
上
げ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
が
サ
ー
ビ
ス
を

享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、
負
担
や
責

任
や
役
割
を
皆
で
分
か
ち
合
っ
て
い
く

市
民
社
会
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
将
来
に

渡
っ
て
出
来
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
皆

様
に
市
政
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
市

な
か
で
も
、
世
界
に
通
用
す
る
、
日

本
社
会
に
大
き
く
貢
献
す
る
、
ま
た
、

地
域
に
お
い
て
優
れ
た
仕
事
が
で
き
る

人
材
を
輩
出
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
方

自
治
体
の
最
も
大
き
な
役
割
の
一
つ
と

考
え
ま
す
。
新
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い

て
も「
す
べ
て
は
、ひ
と
づ
く
り
か
ら
」

と
し
て
、
子
ど
も
・
教
育
環
境
の
充
実

を
市
政
の
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
具
体
的
に
は
、
こ
れ
は
大
き

チ
ャ
レ
ン
ジ
柳
井　

　
　
　
　

 

２
０
１
３

す
べ
て
は
、

ひ
と
づ
く
り
か
ら
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な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
な
り
ま
す
が
、
山

口
県
と
の
連
携
に
よ
り
旧
柳
井
商
業

高
等
学
校
跡
地
へ
の
大
学
等
の
高
等

教
育
機
関
の
誘
致
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」か
ら「
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
へ
、
学
校
を
中
心
に
住
民
同
士

が
繋
が
り
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
参
り
ま
す
。
小
中
学
校
の
耐
震

化
、
各
設
備
施
設
の
整
備
、
通
学
路

の
安
全
対
策
等
を
、
優
先
順
位
を
定

め
着
実
に
実
行
致
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
人
づ
く
り
の
推
進
等
を
柱
と

し
た
「
柳
井
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
条
例
」

を
制
定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

を
図
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
柳
井
」

の
復
活
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
郷
土
の

偉
人
、
僧
月
性
の
説
か
れ
た
精
神
を

戴
き
、
高
い
志
を
育
む
教
育
を
学
校
、

地
域
、
家
庭
と
の
連
携
に
よ
っ
て
推
し

進
め
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
柳
井
の
教

育
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
の

定
住
促
進
に
も
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

次
に
、
２
つ
目
の
柱
と
し
て
、
市
民

の
命
と
健
康
を
支
え
る
医
療
・
福
祉
の

「
医
」、
企
業
立
地
や
６
次
産
業
化
、

観
光
交
流
等
に
よ
る
働
く
場
の
確
保

と
い
う
意
味
で
の「
職
」、
自
然
環
境
、

教
育
環
境
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
等
に
よ
る
住
み
よ
さ
の「
住
」、
こ
の

「
医
・
職
・
住
」
を
新
た
な
キ
ー
ワ
ー

ド
、
重
視
す
べ
き
も
の
と
し
て
位
置
づ

け
、
本
市
に
新
た
な
価
値
を
付
け
加

え
て
い
き
ま
す
。
な
か
で
も「
職
」に
つ

い
て
は
、
本
地
域
の
厳
し
い
雇
用
情
勢

に
対
応
す
る
た
め
、
４
月
１
日
よ
り
市

役
所
内
に
「
企
業
立
地
・
雇
用
創
造
推

進
室
」
を
設
置
し
、
企
業
立
地
や
雇
用

問
題
に
特
化
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
岩
国
錦
帯
橋
空
港
の
開
港
を
契
機

と
し
、「
に
っ
ぽ
ん
晴
れ
街
道
」を
本
地

域
の
新
し
い
観
光
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト

に
新
た
な
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
、
地
場
産
品
の
販
売
促
進
、
観
光
客

の
増
加
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
の
３
つ
目
の
柱
と
し
て
、
今
ま

で
よ
り
も
「
さ
ら
に
開
か
れ
た
市
政
」

を
目
指
し
、
市
民
と
の
情
報
共
有
や

行
政
の
説
明
責
任
の
徹
底
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。
４
年
間
継
続
し
た
「
市
民

と
市
長
と
気
楽
に
ト
ー
ク
」
は
、
テ
ー

マ
設
定
な
ど
進
化
し
た
形
で
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
の
拠
点
と
な
る
「
や
な
い
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
の
更
な
る
活
用
を

図
り
ま
す
。

以
上
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
市
民
の
力
を
結
集
し
、
新
し
い
柳

井
を
育
て
上
げ
て
参
り
ま
す
。
本
市

の
活
性
化
を
や
り
抜
く
、
や
り
遂
げ

る
た
め
に
全
て
の
市
民
と
共
に
大
い

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
参
り
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
卒
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
２
期
目
就

任
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

柳
井
市
長

医
・
職
・
住

さ
ら
に     　
　
　

 

開
か
れ
た
市
政
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ふ
れ
あ
い
ど
こ
ろ
４
３
７（
柳
井
市
都
市
農
村
交
流
施
設
）は
、
市
内
外
の
人
々
が
昔
の
田
舎
家
屋
の
縁
側
の
よ

う
に
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
交
流
を
活
発
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
山
間
地
域
の
農
業

振
興
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
旧
大
里
小
学
校
の
跡
地
に
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
12
日
㈮
10
時
の
オ
ー
プ
ン
で
は
、
花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ほ
か
、
餅
ま
き（
２
回
・
午
前
と
午
後
）な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

4
月
12
日
㈮
柳
井
市
都
市
農
村
交
流
施
設

「
ふ
れ
あ
い
ど
こ
ろ
４
３
７
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

　

ふ
れ
あ
い
ど
こ
ろ
４
３
７

　

〒
７
４
２
‐
０
１
１
１

　

柳
井
市
日
積
４
１
５
０
番
地
１（
国
道
４

３
７
号
線
沿
い
）

　

☎
㉘
５
４
３
７

研修を重ねる地元のスタッフたち

駐車場
本館棟

トイレ棟

体験交流棟

調理実習室
会議室
研修室

直売所
農家レストラン

中庭

駐車場
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　やまぐち
　フラワーランドへ
　　お越しください

4 月のイベント

12 日金～
　花や資材がお買い得！春のガーデニングフェア
13日土～ 14日日
　very ベリーの共演
　イチゴ焼きそば、ブルーベリーうどんを販売します。
13 日土
　お花畑ミニコンサート
　①１１：３０～　②１３：００～
　パスポート会員特典　花が当たる　抽選会
　１５：００～
14 日日
　ハンドメイド・クラフト広場
　雑貨・小物など、手作り品がいっぱい
　９：００～１５：００

やまぐちフラワーランドは、地元の季節の花を時
期に応じて植え替え、年間を通してガーデニングの
提案を行っています。
花と自然いっぱいの園内では、その環境を生かし
て自然観察会や花に関連した体験教室、さまざまな
イベントを定期的に開催し、子どもから大人まで家
族全員で楽しめます。
○開園時間　９時～１７時
○休園日　毎週木曜日（祝日開園）
　　　　※5月 2日㈭は開園します
●問い合わせ　やまぐちフラワーランド
　　　　　　☎㉔１１８７

▲  農家レストラン「山里ひづみ」

▲  会議室

▲  研修室

▲  調理実習室

地元女性の愛情がこもった、地元の新
鮮野菜を中心としたバイキング料理。

地域の情報を発信する展示会や会議に
利用できます。

研修会や自然体験など、多目的な交流
に利用できます。

郷土料理や地元の農産物を素材とした
色々な調理の体験ができます。


